
腰薦部X線深部照射ノ賓l験結果

第 1報腰薦部照射ノ下肢流血量ニ及ボス影響

京都帝園大撃墜撃部外科率教室（烏潟教授指導）

賀来隆美

Experimentelle Erforschung iiber die lumbosakrale 

Tiefenbestrahlung mittels Rるntgenstrahlen

als Therapeuticum. 

I. Mitteilung : Einfluss der Bestrahlung auf die 

Blutzirkulation der betreffenden unteren 

Extremit詰ten.

Von 

Dr. T. Kaku. 

(Aus dem Lal>oratorium <ler I. Kais. Chir. Uni,・ersitatsl、linikKyoto 
(Prof. Dr. R. Torikata.）〕

Zusammenfassung. 

I. Durch die radiologische Bestrahlung der unilateralen Lumbosakralgegend 、、ire! die 
Blutzirkulation der betreffenden Seite gesteigert. 

2. Am 15・Tagenach 4. Sitzungen der Bestrahlung (+ x I,'JO H.E.D.) mit einem Interval 

、onI Woche 11ar die Vermehrung der Blutmenge 30-105・4%.
3・ DieseSteigerung der Blutzirkulation ist jedoch tempolar und kehrt meist in 30 Tage 

zur Norm zuriick. (Autoreferat) 

緒 モ＝－;;;; 

1!:126年 Borak氏が四肢血管運動性疾忠（四肢知莞異常症， Raynaud氏病，問敏性敏行症，

動脈硬化性壊症，縮尿病性壊直）ノ 1新療法トシテ根底四肢ニ誌；首ス Ji.-脊髄部IX線深部照射

ヲ提唱セシガ共ノ後 Schonhoff,Kriser, Monier-Vinard, Delherm u. Beau氏等ノ追試アリ余等

／教室ニ於ケJレ臨床例ノ成績ニ徴スJレニ僅微ナレドモ多少放巣アリト認メラレタ Jレモノアリ但

シ共ノ放果ハ腰薦交感神経！節欣索切除トハ同日／論ニアラズ只僅ニ Le1iche民手術＝比シ多少

優Jレモノア Jレガ如キノミ。
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叉最近ノ準設ニヨリ痔疹性ノ皮満疾患ーハ交感神経ノ機能障碍ガ閥輿ス Jレモノナリトノ見解

ヨリ局庭ノミナラズ脊髄ト共ニ交感市r[1経f指紋索ノ X 線j照射が試ミラレ Hufschmitt, Pautrier, 

Gouin氏等ニヨレパ扇卒紅色苔癖モ交感神経系ノ ；機能ト一定ノ闘係アJレ黙ヨリ本照射ガ試ミラ

レ其他鱗屑性皮疹，尊師疹，三三三氏痔疹等ユモ庭用セラ Jレルヲ見Jレ。

Le1iche 氏手術並ニ腰薦部交感神経節欣索切除ノ結果術側下肢血管ノ‘擁張シ血流ノ増加ヲ招

来スルコトハ己ニ寛験的ニ立誼サレ シ所ナリ，然Jレニ腰薦部X線照射ト下肢流血量トノ闘係ヲ

寅験的ニ探求セシモノア Jレヲ知ラズ之レ本研究ヲ企テシ所以ナリ。

賓騒方法

貨験ノ！I国序トシテ先ツ’健康犬左右雨側下肢ノ一定時間内ノ流血量ヲ測定シ雨側下肢流血量ノ

差異並ニ賓験誤差ノ範闇ヲ決定シ次デ偏側腰薦部ニ一定量ノ j照射ヲ行ヒ照射後雨側下肢流血量

ヲ測定シ左右ノ流血量ノ増減ノ；有無ヲ確定セリ。流血量測定ハ Langley－伊藤氏法ニヨレリ n 貫

験動物トシテ健康ナ Jレ成熟セ Jレ犬ヲ使用シ各種ノ操作ニ紳経血管ノ大ナ Jレコトノ使宜上ナルベ

ク大ナJレ犬ヲ濯揮セリ。

成熟セ Jレ犬エ韓重llif;ニツキ0.01瓦ノ害1］ニ L臨酸モルヒネ「ヲ注射シ安静トナリタ Jレ後，豪上

ニ腹位ニ周定緊縛シ腰薦部／努毛ヲナシ腰薦部偏側ヲ照射セリIWチ上ハ第5腰椎ノ高サヨリ下

ハ第7腰椎ノ高サニ至Jレ間，左右ハ脊椎耕；伏突起中央ヨリ共ノ外側3糎ノ間ヲ照射野ト シ他ハ線

テ3粍ノ L含鉛プム「ーテ掩護セリ。！照射僚件トシテハ

控置島津製ポレスター A披

管球 クーリツデ

最短波長 0.062A0E 

櫨過 Cu0.8mm Al 1.0mm 

電歴 18高;f-'Jレト

2次電流 3.5mふ

焦製i距離 30cm

而シテ偏側腰薦部交感示l[l経節紋索ヲ目標トシテ深部量 1/10H.E.D.ヲ1回j照射トシ！照射後一定

／時日／経過ヲ追ヒテ南側下肢ノ流血量ヲ ~J定シ向同時ニ室温惜温及ピ縫匠筋 F ノ温度ヲ ~J定

シ此際常ニ他側ヲ劉j照トセリ。

採血準備手術

賞験動物ニ髄重llif;ニヅキ2瓦／割ニしウレタン寸ヲ注射シ仰臥麻酔ニ陥ラシメ下腹部及ピ大

j陸部ヲ除毛後，股静脈及ピ大蓄磁静脈分岐部ヲ露出シ犬蓄積静脈ヲ末端＼ニ向ヒ遊離シ股静脈分

！岐部ヲ距Jレ凡ソ 3糎ノ鮪ニテ之レヲ結紫シ結数部 ト分岐部トノ間ノ枝静脈ヲ悉ク結紫 シ弐イデ

大蓄積静脈前壁ニテ分l岐部ヨリ凡ソ1糎ノ所エ Lピペットつ挿入ノ 1）、子Lヲ作リ，又分l岐部ヨリ凡

') 1糎中心部エテ股静脈ノ後周ヲ廻リテノj、糸ヲ通ズ自Pチ此ノ糸ヲ上ニ引キ上グレパ静脈ノ血流

ハーlと？）レ可シ，以上ノ手術ヲ雨側ニ施シタ Jレ後採血ヲ行フ。

検査方法

採血準備手術ヲ終リタ Jレ後，今作ラレタ Jレ大蓄積静脈ノノj、孔ヨリ此ノ目的ノタメニ作ラレタ
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Jレ」ピペット寸ヲ挿入シ其ノ尖端ガ股静脈内ニ達シタル瞬間股静脈後周ーカクタルノj、糸ヲ引キ

上クツレ時ハ股静脈ノ血流ハ止7 リテ全血流ハ Lピペット可内ニ逆流シ来Jレヲ以テ Lピペット「

／目盛エテ1.0詫ノ流蓮ヲ測定ス。

此ノ検費法ヲ行7際ニ特ニ留意スベキ事項ハ採血時動物ハ深麻酔ニ陥リ絶劉・ニ動揺スルコト

無カラシメ雨側下肢ノ緊縛ヲ解キ動物ノ姿勢ハ左右相針ナラ シメ Lピベット】／尖端関口部／

方向ヲ常エ一定ニ保チ絶封ニ血管壁ニ接楠スルコト無カラシメ且ツ Lヒ・ベット1 ヲ水平ニ保タ

サソレ可ラズ Lピベット 1 ヲ水平ニ保持スルタメニ特ニ Lピペット寸ト併持シ得ペキ撃簡ナ Jレ水

準器ヲ考案使用セリ。向同一貫験ニハ必ズ同一 Lピペット 1 ヲ使用ス Jレコトトス。

此ノ Lピペット「ハ採血毎ニ 2%慈酸加里液ニテ洗樵シ管内ハ常ユ漁シ置ク，次ノ採血トノ

間隔ハ一定時間（10分乃至30分）ヲ置ク n 余等ハ1.0耗ノ目盛ヲ施1?）レ細長ノ Lピペッドヲ使

用セリ向此ノ外，貫験時ハナ Jレペク室温ヲ一定ニ保チ鰭温ノ降下ヲ防ク’寅験中血流ノ著シク遅

延シ来Jレ揚合ニハ生理的食堕水ノ皮下注射ヲ行ヒ一定時間後再ピ寅験セリ向同時ニ室温瞳温ヲ

測定スル他，雨側縫匠筋下ノ同一部位ニ検温器ヲ持入シア筋間温度ヲ測定比較セリ。

議備費駿

先グ本質験ニ入ノレユ先ダチ劉・j照トシテ橡備寅験ヲ行ヒ健常動物左右下肢流血量 (1分時）測定

ノ結果ハ第1表ヨリ第3表ニ示スガ如シ。%ハ南側ノ差ヲ流血量少量ナル側ニ比較シテ算出シタ

ルモノナリ，サレド爾後ノ寅験ニテハ基準側ニ比較シテ%ヲ算出セリ。

第 1表 第l例貧験犬 0 9.30疋 1分間流血量（詫）
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6.26 （左＋）

3.39 （左＋〉

I .2;; （左＋）

0 i.10廷 1分間流血量（立0
照射

己竺旦Lg~筋間一Jc~乙－
6.122 (3:l.0°C) I 0.471 (0°C) i 7.69 （右＋）
6.451 (34.0。C) ! 0.21ゐ （。。C) I 3.33 （右＋）
6附（34.0。C) I 0.めI (O'C) I 6.77 （右＋）
0 8.50託 1分間流血量（妬）

照射

む仰向7業（筋問温差）
6.193 (34.0。C) I 0.o70 (0°C) 
7.500 (34.0°C) I 0.39唱 (O°C)
9.091 (34.0。C) I 0.284 (O°C) 

% 

l.14 （左＋）

5.27 （右＋）

：~.12 （右＋）



賀来 腰薦音BX線深部照射ノ寅験結果 129 

師チ左右下肢／流血量 I；差ノ最大値ハ 7.69%ナリ之レ健常犬ニ於ナ Jレ左右下肢1分時流血量

ノ差異並ニ寅験誤差ノ算入サレタル最大差率ナリ。流血量ハ各犬ニヨリテモ亦測定時ニヨリテ

モ常ニ動揺アノレヲ以テ貫教ニテ現ス可ラス官、ズ百分比ニテ左右ノ比ヲ求メザル可ラズ余等ノ賓

験ニ於テハ 7.69%迄 I1分時流血量ノ差異ハ之レヲ結果ニ算入シ得ずJレモノトス。

1回照射J影響

偏側腰薦部ニ1回照射ヲ行ヒ直後， 2日目， 8日目， 15日目， 30日目ト時日ノ粧過ヲ追ヒテ左

右雨側下肢流血量ヲ測定シ同時ニ縫匠筋下ノ溢度ヲ測定セリ。

賓験成績

第4表 第41明j 貧験犬 ♀ 13.70延 1分間流血量（括）

rnj~組豊富差照射）照射直後

時分｜健温（室温） 右（筋問湿） ｜ 左 （筋関温） ｜ 差（筋問温差） ラ4

1ぺ38.0°C (23.0°C）卜3.953(35.0°C) i 14.634 （川 I0.681 (0°C) 4.88 （左＋）
1.35 38.0°C (23.0°C) i 15.789 (34.5°C) 15.384 (34.5°C) 0.405 cooc) 2.63 （右＋）

右側服薦昔日照射 2時25分終了

2.45 38.0°C: (23.0°C) 10.714 (34.0°C:) I 12.000 (35.0。C) 1.286 (l.0°C) 12.00 （左＋）
2.55 38.0°C (25.0℃） 10.164 (35.0°C) I 11.320 (35.0°C) 1.156 (0°C) 11.37 （左＋）

3.05 38.0°C (25.0°C) …O"C) I ＂間関 0C:) 4.196 (0 C) 18.18 （左＋）
3.25 38.0°C (25.0。C) 9.230 (34.0。C) 13.043 (34.0°C:) 3.813 (OoC:) 41.31 （左＋）
3.55 38.0°C (25.0°C) 20.689 (34.0°C:) 23.076 (34.0。C:) 2.387 (O°C) 11.53 （左＋）

第5表 第5例寅験犬 0 ti.00庖 1分間流血量（括）

3町111左流倶血IJ腰量薦測部定照射lj馴す1時間後

時分！稔混（室温） 右（筋関温） 左 （筋閑温） 差（筋商温差） % 

5.00 33.0°C (17.0°C) 7.692 12.765 5.073 65.95 （左＋）
5.30 33.0°C (17.0。C:) 12.765 15.000 2.235 17.50 （左＋）
6.30 33.0°C: (17 .0°C) 12.000 12.500 0.500 4.17 （左＋）
7.00 33.occ (l6.0°C) 10.714 12.000 1.286 12.00 （左＋）
7.30 33.0°C (16.0°C) 7.058 7.317 0.259 3.67 （左＋）

第6表 第6仰l寅験犬 6 6.90庖 1分間流血量（括）

24/W左仮血｜！腰量薦jPJJ部定照射｝照射2日後
25/N流

時分｜憾重（室温）｜ 右 （筋問温） ｜ 左 （筋間温） ｜差（筋間温差） % 

幻 o 34.0°C (22.0' C) 4.捌（34.刊） ! 5.454 (34.0°C:) 0.874 (O°C) 19.08 （左＋）
3.20 34.0°C (22.0°C) 5.128 (34.0°C) ! 6.185 (84.5。C) 1.057 (0.5°C) 20.61 （左＋）
3.50 33.0"C (22.0°C) 5.30() (32.5°C) I 5.940 (33.0。C) 0.631 (0.5°C) 11.89 （左＋）
4.20 I 32.5°C (22.0°C) I 5.000附 C) 5.660 (32.5°C) 0.660 (0『C) 13.20 （左＋）
4.50 33.0°C (22.0°C) 1 4.878 (33.0°C) 5.217 (33.0。C) 0.339 cooc) 6.95 （左-I)
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第7表 第7例貧験犬平 7.30庖 1分間流血量（採〉

5/V左側腰聾部照射）照射後8日目
12/V滅血量測定 f 

時分｜惚混（室温）｜ 右（筋問齢｜ 左（筋間温〉｜差（筋問温差〉｜ % 

3.00 37.0。C (22.0°C) 4.477 (33.0°C) 6.250 (il4.0。C) I. 773 (1.0°C) 39.60 （左＋）
3.20 37.0。c (22.0。C) 5.940 (32.5。C) 8.000 (:{3.5°C) 2.060 (LO。C) 34.68 （左＋）
3.40 37.0。c (21.5。C) 5.128 (32. 0°C) . 8.108 (:!3.5。C) 2.980 (l.5°C) 58.11 （左＋〉
4.00 37.0°C (21.0。ι） 4.800 (32.2°C) 5.882 (33.5°C) 1.082 (1.3。C) 22.54 （左＋）
4.20 36.0。l' (2I.0°C) 4.545 (31.0。C) 6.521 (33.0°C) 1.976 (2.0°C) 43.48 （左＋）

第8表 第8例 1霊験犬 0 13.80庖 1分間流血量（括）

7 /f{左側腰薦部照射）照射後15日目
2l(JV流血量測定 f 

時分｜憾温（室温＞I 右（筋間温）｜ 左（筋間温） ｜差（筋問温差） ｜ μ 
3.00 34.5 c (23.0。C) 5.263側。C) I 6.附（34.0°C) 1.403 (OoC) 26.66 （左＋）
3.30 34.0。c (22.0。C) 6.666 (33.8°C) 8.108 (34.0°C) 1.442 (0.2。C) 21.63 （左＋）
4.00 34.5。c (22.0。C) 10.714 (34.0°C〕 13.636 (34.5。C) 2.922 (0.5。C) 27.27 （左＋）
4 30 35.0。c (22.0°C) 6.521 (34.8°C) 10.00り（35.0°C) 3.479 (0.2。C) 58.35 （左＋）
5.00 34.0°C (22.occ) 11. 764 (3J.5。C) 13.043 (33.5。C) 1.279 (1.0°C) 10.87 （左＋）

第 9表 第9例賓験犬 0 18.80庖 1分間流血量（施）

i/IV左側腰重薦視lj部照射1j照射後1ヶ月
6/V流血 定

時分｜健混（室温） 有 （筋問温） 左 （筋問温〉 差（筋問混差） % 

3目30 il5.0°C (21.0°C) 6.818 t30.5。C) 7 .894 (30.0。C) I .076 (0.5°C) 15.78 （左＋）
4.00 34.0。c (21.0リC) ι.315 (29.0。C) 6.521 (28.5。C) 0.206 co.c。C) 3.26 （左＋）
4.30 33.0。c (20.0。C) 5.084 (28.5。C) 6.0UO (28.5°C) 0.916 (0。C) 18.01 （左＋）
5.00 33.0。C (I!l.0°C) 5.26:1 （ ~7.0。C) 5.714 (27.5。（） 0.451 (0.5°C) I 8.57 （左＋）
5.30 32.0°C (19.5°C) 4. 761 (27.0。C) 1 5.263 (27.2。C) 0.502 (0.2°C) 10.54 （左＋）

第 1圃 左側腰E軍部X線照射ノ；左側下放流血量＝及ポス影響
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所見概括

以上ノ貫験結果ヲ概括ス Jレニ照射20分後己ニ照射側ノ血流ハ極度ノ増量ヲ示シ（12%)1時間

後ニハ41.31乃至65.95%J増量ヲ認ム。然Jレニ2日日ニ至レパ増量ノ程度低下シ6.94%乃至20.61

%トナルモ8日後ニハ再ピ 22.E4%乃至 58.11%ノ増量ヲ示シ其ノ ；後15日日ニ至ルモ向 10.87%乃

至53.35%ノ噌量ヲ持続 シ1ク月後ニ及ベ7パモ欠第ニI曾量ノ程度減少 シ＊リ 3.26%乃至18.01% トナ

リア寅験誤差ノ範闇ニ近ヅキ＊レリ。

経匠筋下ノ温度ハ照射後20分ニハ照射側ハ 1.0度（嬬氏以下之ニ準ズ）ノ上昇ヲ示シ2日目ニ

ハ左右雨側同温度ナルカ或ハ照射側ヵー0.5度ノ上昇， 8日間ーハ1.0度乃至2.0度ノ上昇， 15日目ニ

ハ同温度ナ Jレカ或ハ1.0度／上昇ヲ示スモ1ク月後ニハ同温度ナルカ或ハ照射側ガ0.5度／上昇ニ

テ突第ニ貫験誤差ノ範圏内ニ復時スルヲ知Jレ卸チ流血量 J1曾量ノ程度ト縫匠筋下ノ温度ノ 上昇・

トハ略 E漣行ス Jレモ／ナリ。

1回照射後1ヶ月Z シテ再照射J影響

前孝ノ賓験ユテ！！校射ニヨリ！照射側下肢血流ノ増加ノ：事賞ヲ知Jレト共ニ1回照射後1タ月ニシテ

照射側下肢血流ハ貫験誤差ノ範圏内ニ復蹄スルヲ知Jレjf故ニ流血量ノl略々奮ニ復シタ Jレ時期印

チ1回照射後1ク月ニシテ第2回J照射ヲ行ヒ共ノ直後， 2日後， 8日後， 15日後， 1ク月後ニ雨側下

肢流血量ヲ測定シ再ピ照射側ノ流血量ノ増加スルヤ否ヤヲ検セリ。

賓験成績

第10表 第10例貧験犬♀ 8.80近 1分間流血量（銘）

2/ ilf第l図左側腰高E部照射i凡1ヶ月後
／日2回同 上 j第2回照射直後8/ 11流血量測定 J 

時分！鰻温（室温） ｜ 右（筋肉湿）！ 左（筋閉温）｜差（筋問温差）！ % 

0.50 35.5°C (17.0°C) 7.317 (30.5°C) 9.230 (31 .0°C) 1.913 (0.5°C) 26.14 （左＋）
1.10 35.0°C (16.5°C) 7.317 (29.5°C) 8.333 (31 0。C) 1.016 <..I .5°C) 13.75 （左＋）
1.30 34.0。C (16.0°C) 6.315 (29.5°C) 8.571 (30.5。C) 2.256 (1.0。C) ら 35.72（左＋）
1.50 33.5°C 〔15.5°C) 6.532 (28.5°C) 8.571 (30.0°C) 2.039 (l.5。C) 31.21 （左＋〉
2.10 33.0 C (16.0°C) 6.976 (28.5。C) 11.111 (29.5。C) 4.135 (1.0。C) 59.27 （左＋）
2.30 33.0°C (16.0。C) 6.315 (27.5。C) 8.450 (29.0°C) 2.135 (1.5°C) 33.80 （左＋）

第II表 第11例寅験犬 0 8.20庖 1分間流血量（泥）

~~~VI 第I回左側l腰lJ.ll..・部照射｝凡lヶ月後E第2団関 上
l/ ］［流血量測定 第2回照射後2日

時分i健温（室温） 右 （筋問温） ｜ 左 （筋問温） ｜差 （筋間温差） % 

11.10 3.5.5。c(17.0。C) 7目594(30.5°C) 8.108 (31.5。C) 0.514 (1.0。C) 6.ii （左＋）
1.00 33.5。C (18.5°C) 9.375 (30.0。C) 10.344 (31.5°C) 0.969 (l.5°C) 10.34 （左＋）
1.20 33.5。c(19.0。C) 9.523 (2!l.5°C) 10.714 (30.5。C) 1.191 (1.0。C) 12.51 c左＋）
1.40 33.5°C (19.0。C) 8.333 (2!l.5°C) 9.375 (31.0°C) 1.042 (1.5。C) 12.50 （左＋〉
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2.00 I 33.0°c (19.0°C) I 7.500 (30.0。C) I 9.090 (30.5°C) I 1.590 (0.5°C) I 21.20 （左＋）
2.20 I 33.0°C (19.5°C) I 7 .317 (29.5°C) I 9.836 (30.0。り I2.51!! (0.5°C) I 34.43 （左＋）

2.40 I 33.0°C (19.5°C) I 7.500 (29.5°C) I 8.000 (30.0°C) I 0.500 (0.5°CJ I 6.67 （左＋）

第12表 第12例貧験犬平 7.70Jif 1分間流血量（路）

26/1第1回左側腰献E照射i}L Iヶ月後
26/lV第2回同 上 「第2恒1照射後8日
1/V流血量測定 I 

時分｜穏混（室温）｜ 右（筋問湿）

0.40 I 33.o。c (22.0°C) I 5.042 (32.5。C)
Loo I 34.5。c (20.0°C) I 5.357 (.32.0。C)
1.2ゆ I34.5°C (20.5。C) I 5.172 (31.5°C) 
1.4θI 34.0°C (20.0。C) I 4.958 (30.5°C) 
2.00 I 33.5°C (20.0。C) I 5.263 (31.0。C)
2.20 I 33.0°C (20.0。C) I 5.000 (30.5°C) 

左 （筋間温）

8.571 (33.0°C) 

6.818 (33.0°C) 

6.451 (32.0°C) 

6.250 ( 3l.5°C) 

5.660 (31.0°C) 

6.315 (31.0°C) 

差（筋問混差）｜ μ 

:1.529 (. 0.5°C) f 69.99 （左＋）

1.461 (l.0°C) I 27.27 （左＋）

1.2i9 (0.5°C) I 24.73 （左＋）

1.292 (1.0°C) I 26.06 （左＋）

0.397 (0。C) I 7.54 （左＋）
1.315 (0.5°C) I 26.30 （左＋）

第13表 第13例寅験犬♀ 5.80庖 1分間流血量（括）

m~霊；目青側腰吋照射l凡1ヶ月後
）第2回照射後15日

27/ II流血量流定 ／ 

時分l惚温（室温）｜ 右（筋問混）｜ 左（筋問温）｜差（筋間温差）｜ % 

0.20 35.5。c (18.0°C) 11.764 (34.0°C) 14.634 (34.0°C) 2.870 (0°C) 24.40 （左＋）
0.40 34.5°C (1i.0°C) 9.090 (32.5。C) rn.05:1 (33.0°C) 4.863 (0.5°C) 53.50 （左＋）
1.00 3~.0°C (17 .o。C) 7.407 (31.5。C) 10.000 (32.0°C) 2目593(0.5°C) 35.00 （左＋）
1.20 33.0°C (16.0°CJ 6. 7 41 (31. 0°C) 8.695 (31.0。C) Ul54 (0。C) 28.99 （左＋）
1.40 33.0°C (15.0。C) 6.250 (29.5。C) 8.369 (30.5。C) 2.119 (1.0。C) 33.90 （左＋）
2.UO 33.5°C (15.6。C) 5.769 (29.0。C) 7.594 (29.5。C) 1.825 (0.5。C) 31.63 （左＋）

第14表 第14仰l賓験犬♀ 14.20庖 1分間流血量（路）

5/1第1回左仮lj腰務部照射i
2/W第2凶同 上 l凡1ヶ月後
l/V流血量測定 i第2同照射後1ヶ月

時分｜健担金おj 右 （筋問温）
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手竺哩；」三（筋間温差）｜ % 

11.320 (33.0。C)
11.111 (32.0。C)
6.896 (31.5。C)
7.894 (31.0。C)

0.794 (0.5。C)
0.942 (0.5°C) 

0.162 (0。C)

7.54 （左＋）

9.26 （左＋）

2.35 （右＋）

6.57 （左＋）

3.79 （右＋）

0.487 (0。C)
0.277 (0。C)

所見概括

以上ノ貫験結果ヲ概括スレパ1凹照射後凡ソ1ク月子シテI脅量セシ血流が略 ξ茜ニHiシタル時

期ニ第2回！照射ヲ行ヒタ Jレニj照射直後ヨリ再ピ26.14%乃至59.27%ノ増量ヲ示シ 2日後ニハ 6.76

%乃至 34.42%ニ下降セシモ8日後ニハ 7.54%乃至 69.99%ノI曾量ヲ認メ15日後ニハ 28.98%乃至

53.49%ノ増量ヲ示スモ 1ク月後ニ至レパ再ピ照射側下肢流血量ノ噌加率ハ減少シテ 2.34%乃至
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第2圃左側腰薦昔E照射1ヶ月後第2[jl］照射／；左側下肢流血量ユ及ポス影響

L伽 τ ／，，..＿！ ν＼ 
宰 ／

し日
経過

9.26%トナリテ貫験誤差範圏内ニ低下シ来レリ。

縫匠筋下温度ハ照射直後ニハj照射側ハ0.5度乃至1.5度ノ上昇， 2日目ェハ 0.5度乃至1.5度ノ高

視ヲ示シ8日目ニハ左右同温度ナルカ或ハ 1.0度ノ高温， 15日後ニハ左右同温度ナ Jレカ或ハj照射

側ガ1.0度ノ上昇ヲ示スモ1ナ月後ニハ雨側同温度ナ Jレカ0.5度ノ高温ニテ賞験誤差ノ範閣内ニ降

下シ来レリ郎チ縫匠筋下温度モ亦流血量ノ増加ニ連行シテ上昇スJレモノナリ。要スJレニ 1回照

射後1ナ月一シテ血流ガj照射前ノ欣態ニ復シタル時期ニ再j照射ヲ行へバ再ピ照射側下肢ノ流血

量ハ増加スJレノ：事責ヲ知ル。

照射田敦士曾加＝ヨル影響

ヨたニ照射回数ヲ増加スルコトニ依ツテ換言スレパ照射量ヲ増加スレパ照射側下肢流血量ハ愈

々主主々増加スルモノナリヤ否ヤヲ知ラント欲シ2回， 3回， 4回ト照射回数ヲ増加シテ下肢流血量

並ニ縫匠筋下温度ヲ測定セリ n

賓醸成績

第15表 第15例貸験犬早 5.85延 1分間流血量（姥）

11/IV第1図左側腰薦部照射）
25/W第2間同 上 向同照射後8日
2/V流血量測定 I 

時分｜慌温（室温）［ 右（筋間混）｜ 左（筋間温） I差（筋問混差）｜ % 

11.00 I a4.0°c (17.5°C) I 5.769 c20.0°C) I 7.058 (29.o。C) I l.28tl (O°C) ! ＇.！~ 34 （左＋）
11.20 I 33.0°C (18.0°C) I 5.084 (28.0°C) I 6.185 (2!l.0°C) I 1.101 (l.0°C) I 21.65 （左＋）
11.40 I 8'.!.0°c (19.0°C) , 5.94θ （28.0°C) I 7.692 (28.0°C) I i.102 (o。C) I 29.49 （左＋）
0.00 I 81.5°C (1!1.0°C) I 6.451 (27.0°C) I 7.500 (27.5°C) I l.04!J (0.5°C) I 16.26 （左＋）

O目20I 31.0°C (19.0°C) I 10.!JO!J (27.0°C) I 18.181 (27.5°C) I 7.272 (0.5°C) I 66.66 （左＋〉



134 日本外科賓画第 11 11号第 1 披

第16表 第16例貧験犬♀ 6.60庖 1分間流血量（姥）

13/IV第1回左側腰薦部照射1
加／町第2回同 上 ~3回照射後8 日
27/W第3団関 上｜
5/V一流血量測定 J 

時分｜種主（室温）｜ 右（筋間温〉｜ 左（筋間温）｜差（筋間混差）｜ μ 

ll.30 36.0°C (20.0°C) 11.764 (33.5°C) 17.142 (34.0。C:) I 5.378 (0.5°C) 45. 72 （左＋）
11.50 35.5。c (20.0°C) !l.671 (32.5°C) 山 I(32.5°C) I I似（0。C) 14.82 （左＋）
0.10 35. 0°C (21.5。C) 6.185 (31.0°C) 7.594 (31.0。C) 1.409 (0°C) 22.78 （左＋）
0.30 35.0°C (20.0。C) 5.405 (a0.5°C:) 6.060 (30.5。C:) 0.655 (0。C) 12.12 （左け
1.50 34.5。c (20.0。C) 4.545 (30.5。C) 4.958 (30.5。C) 0.413 (0。C) 9.09 （左＋）
2.10 34.5°C (20.0°C) 3.529 (30.5°C) 4.316 (30.5°C) 0.787 (0。C) 22.30 （左＋）
2.30 34.0°C (19.0°C) 3.726 (2!l.5°C) 4.878 (29.5°C) i 1.152 (0。C) 30.92 （左＋）

第17表 第17例賓験犬 0 9.30庖 1分間流血量（路）

111 r第1回左側腰篤部照射l
/I第2回同 上 l
2/I第3回同 上 ~3図照射後9 日
11/ 11流血量測定 I 

時分｜健 ill（室副 右（筋間船｜ 左（筋間温）｜差（筋問温差） ｜ μ 

1.30 35.0°C (li.0°C) 10.!JO!l (30.5。C) 12.245 (32.0°C) 1.336 (1.5。C) 12.25 （左＋）
1.40 34.5。c (16.0。C) 8.696 (29.5°C) 13.043 (31.5。C) 4.347 (2.0°C) 49.9!) （左＋）
J.50 34.0。C (15.i>°C) 7.407 (30.0°C) 10.000 (31.0。C) 2.59:l (l.0°C) 35.01 （左＋〉
2.00 33.5°C (15.0°C) 5. 714 (2!l.。。C) 7.8fl5 (31.0°C) 2.181 (2.0°C) 38.11 （左＋）
2.20 33.0°C (14.5。C) 5.455 (29.0°C) 6.452 (31 .0°C) 0.Ufl7 (2.0°C) 18.28 （左＋）
2.40 32.5。C (15.5°C) 4.878 (28.0°C) 7.05fl (30.0。C) 2.181 (2.0°C) 44.71 （左＋）
3.00 s2.0°c (l5.5cC) 5.217 (28.0。C) 6.250 (2fl.5。C) 1.033 (1.5。C) Jfl.80 （左＋）
:uo 32.0°C (15.5。C) 5.211 (28.0。C:) 6.452 (29.5。C) 1.235 (1.5°C) 23.67 （友＋）

第18表 第18例貧験犬 （， 12.50疋 1分間流血註（耗〉

10/W第1回左側腰薦部照射｝
17/W第2回同 上 l
24/W第3間同 上 ~4回照射後8日
1/V第4回同 上 1
8/V流血盆測定 I 

時分｜慌温（室温） 予4
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29.30 （左＋）

19.35 （左＋）

20.30 （左＋）
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21.74 （左＋）
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第19表 第19例貸験犬 ai.5o延 1分間流血量（括）
l/f{第l回左側腰薦部照射｝
8/N第2回向 上！
15/N第3回同 上 同回照射後15日
22/W第4間同 上｜
6/ v流血量測定 I 

時分l慌温（室船｜ 右（筋問混）｜ 左側温） I差（筋問僻） ラ4

35.0°C (22.0°C) 

34.0°C (22.0°C) 

33.0°C (22.0°C) 

32.5。c(22.0°C) 
32.0°C (23.0°C) 

11.538 (32.0°C) 

9.090 (31.0°C) 

9.677 (30.5°C) 

7.894 (30.0°C) 

11.764 (29.5°C) 

15.000 (32.0。C)
13.63!l (32.0°C) 

16.216 (31.5°C) 

16.216 (3J.5°C) 

17 .647 (30.0。C)

3.462 (0。C) j 30.00 （左＋）
4.549 (I .0°C) I 50.04 （左＋）
6.539 (1.0。C) I 67.57 （左＋）
8.322 (l.5°C) 1105.42 （左＋）

5.883 (0.5°C) I 50.00 （左＋）

第20表 第20例寅験犬♀ 9.80庖 1分間流血量（泥）

9/V第l回左側腰藤部照射｝
16/V第2回向 上 1
23/V第3回同 上 「4回照射後gg日
30/V第4回同 上｜
2/Jx:流血量測定 ／ 

時分｜穏温（室温） I 右（筋間温）｜ 左（筋問温）｜差（筋間温差）［ % 

o.:io 35.0°C (27 .0°C) 10.909 (34.0°C) 11.320 (34.0°C) 0.411 (O"C) 3.77 （左＋）
0.50 35.0。c(26.0°C) 8.!l55 (33.0°C) 10.000 (33.0°C) 1.045 (O°C) 11.67 （左＋）
1.10 34.0。c(27.0°C) 8.824 (33.0°C) 10.345 (33.0°C) 1.521 (OoC) 17.24 （左＋）
1.30 33.0°C (28.0°C) 7.792 (32.0°C) 7.692 (32.0°C) 0.100 (OoC) 1.30 （右＋）

1.50 32.5°C (26.5。C) 6.897 (31.5°C) 6.!l77 (31.0。C) 0.080 (0.5°C) 1.16 （右＋）
3.00 31.5。C (27.5°C) 6.818 (30.5°C) 7.500 (30.0。C) 0.682 (0.5°C) 10.00 （左＋）
3.25 31.0°C (28.0°C) 7.143 (30.<l°C) I 7.317 (30.0°C) 0.174 (OoC) 2.44 （左＋〉
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第5園 照射回鍛増加ト流血量増加トノ関係
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所見概括

以上ノ寅験結果ヲ概括スレバ左側腰薦部ニ2週間ノ間隔ニテ 2回j照射後8日目ニ下肢流血量ヲ

測定セシニ照射側下肢流血量ハ16.26%乃至66.66%ノ増量ヲ認メ1週間ノ間隔ニテ3間照射後8日

目ニ測定長シニ照射側ハ 9.08%乃至45.71%ノ増量ヲ示シ1週間ノ間隔ニア3回照射後9日目ニ測

定セシ例ニテハ12.25%乃至49.99%ノ士宮量， 1週間／間隔ニテ4回j照射後8日目測定ニテハ19.35%

乃至46.15%ノ増量ヲ示シ同様4回照射後15日目測定例ニテハ 30.0%乃至105.42%ノ増量ヲ示セ

リ。

然ルニ同様1週間ノ間隔ニテ4凪照射後99日目ニ測定セシニ照射側血流ハ略々貫験誤差ノ範圏

内ニ復時セルヲ認ム。

縫匠筋下温度ハ2週間ノ間隔ニテ2回照射後8日目例エテハ照射側下肢ハ零度乃至1.0度ノ上昇，

1週ノ間隔ニテ3回照射後8日目例ハ照射側零度乃至0.5度ノ上昇，同様9日目例ハ照射側ガ1.0度乃

至2.0度ノ上昇， 1週ノ間隔ニテ4回j照射後8日目例ーテハ照射側0.5度乃至1.5度／上昇，同様1週

ノ間隔ニテ4回照射後15日目例ユテハ零度乃至1.5度ノ上昇ヲ認ム然Jレニ同様1週ノ間隔ニテ4岡

照射後99日目例ニテハj照射側ノ、零度乃至0.5度ノ上昇ニテ貰験誤差／範園内ニ下降セリ。

要ス Jレニ照射回数ノ増加ニ略々連行シテ一定度迄ハ照射側下肢血流モ亦一定ノ増量ヲ示スモ

ノノ如ク縫匠筋下温度モ血流増加ニ目告と連行シテj照射側ノ上昇ヲ示セリ但シ一定時日ヲ経過ス

レパ流血量ハ茜ニ復シ従テ縫匠筋下温度モj照射前ノAA態ニ復蹄ス Jレモノナルヲ知Jレ。

責験成績締括及ビ考察

以上ノ貫験成績ヲ棉括ス Jレニ成熟犬ニ於テ腰薦部偏側ニ 1回照射ヲ施スニ照射後20分ニテ照

射側下肢血流l！曾量ヲ認メ1時間後ニハ増加率著明トナ Jレモ2日後ニハ増加率低下シ来リ共ノ後

時日ノ経過ニ従ヒテ増加率ハ大トナリ8日後最大トナリ15日後ニモ向著明ノ増加ヲ示スモ1ナ月

後ニ至レパ略々照射商iノ欣態ニ復師セリ。

夏ニ1回！照射後1ナ月ニシテ血流ノ照射1jljニ｛支蹄シタ jJ.,時期ニ負担問！照射ヲ施スニ直後ヨリ照

射側下肢流血量増加ヲノドシ2日後ニハ梢々増加率低下スルモ8日後15日後ニハ著明ノ増量ヲ認J

1ナ月後ニハ再ピ増加率低下シテ照射前!Jlk態ニ復師ス Jレヲ認ム。

夏ニ J［~射回数ヲ2回， 3回， 4回ト増加ス Jレエ貫験例ニヨリ多少ノ相異ヲ認ムルモ照射回数ノ増

加ニ賂々連行シテ血流モ亦一定ノ増長ヲ示ス毛ノノ：如シ但シ此際ニモ一定時日後ニハ血流ハ再

ピ！照射前ノ＊態ニ復スルモノナリ。縫匠筋下ノ温度モ亦流血量増加ニ略々連行シテ一定度ノ _1._

11－ヲ示スモノナルヲ矢口Jレ。

一開閉敏・111；班行4よ R乱ynaud11:;病共ノ他アラユJレ［J_L]肢血管運動神経性疾患ハ・Mi患四肢／血管

壁Ji場縮乃五閉家ニFliリテ流血量ノ減少ヲ＊シ以テ各種ノ不快症Mkヲ護現スルモノナ Jレハ周知

ノ：事費ナリ。然Jレニ本賓験成績ノ指示ス Jレ所ニヨレパ腰薦部X線！被射ニヨリ照射側下肢流血量

／士骨量ヲ招＊スルハl明白ナル事寅ナリ。是レ之等ノ疾患ニ本照射ノ治療的数果アル所以ナリ，
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而シテ！照射回数ノ増加ニ従ヒテ血流モ増加スルヲ以テ反復照射スJレコト換言スレパ大量ノ照射

ヲ必要トスルモ／ノ如ク且ツ照射後一定時日ノ後ニハ再ピ流血主ハミ久’第ニ減少シテ照射前ノよIJ~

態ニfl蹄ス Jレモノナレバー定時日ノ間隔ヲ置キ再三照射ヲ繰リ返スノ要アリト云フベシ。

結 論

1. 健康犬ノ腰薦部偏側ニX線深部照射ヲ行へバ照射側下肢ノ流血量ハ増加ス。郎チ 1/lOH.

E. D. 1回照射ニテ3-65.9%,2回照射ニテ16-66.6%,3回照射ニテ12-49.9%,4回照射エテ

3←105.4%ノ増加ヲ示セリ。
2. 腰薦部X線深部照射ニヨ Jレ下肢流血量ノ増加ハ一時的エ シテ1タ月後ハ照射前II伏態ニ

復蹄ス。

3. 腰薦部X線照射後増量セ シ血流ガ菖ニ復シタ Jレ時期ニ再j照射ヲ行へバ再ピ照射側下肢血

流ハ増加ス。

.f. 腰薦部X線照射ノ回数増加ニ聞各々連行シテ照射側下肢血流モ亦一定度ノ増量ヲ示スモ／

ノ如シ。

5. 下肢流血量増加ニ略々連行シテ同側縫匠筋下温度モ亦一定度ノ上昇ヲ示スモノナリ 。


